
●
大
き
い
所
得
格
差

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
貧
富
の
格
差
が
大
き
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。

首
都
マ
ニ
ラ
に
は
、
所
々
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
囲

ま
れ
た
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
と
呼
ば
れ
る
高
級
住
宅
街
が

あ
る
。
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
出
入
り
口
で
は
、
数
名
の

警
備
員
が
行
き
交
う
車
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
内
の
戸
建
て
住
宅
は
日
本
と
比
べ
物
に
な

ら
な
い
ほ
ど
広
大
で
、
ま
る
で
お
屋
敷
そ
の
も
の

だ
。
シ
ャ
ワ
ー
・
ト
イ
レ
付
き
の
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム

が
い
く
つ
も
あ
り
、
広
い
庭
に
は
プ
ー
ル
も
あ
る
。

な
か
に
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
付
き
の
家
も
あ
る
。
車

庫
に
は
乗
用
車
が
数
台
あ
り
、
そ
の
中
に
は
当
然

の
ご
と
く
ベ
ン
ツ
も
し
く
は
Ｂ
Ｍ
Ｗ
車
も
混
じ
っ

て
い
る
。
運
転
手
と
使
用
人
を
雇
い
、
小
さ
い
子

供
に
は
ヤ
ヤ
（
子
守
）
が
つ
く
。
家
庭
に
よ
っ
て

は
、
い
ず
れ
そ
の
子
供
を
米
国
の
大
学
に
進
学
さ

せ
る
。
女
の
子
の
場
合
に
は
一
八
歳
に
な
る
と
デ

ビ
ュ
ー
（
社
交
界
に
出
る
こ
と
）
を
迎
え
、
親
戚

や
友
人
な
ど
を
招
待
し
て
高
級
ホ
テ
ル
で
盛
大
に

パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
う
。
そ
こ
で
本
人
は
一
流
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
高
価
な
ド
レ
ス
に
身
を
包
み
、
お
姫
様

さ
な
が
ら
に
登
場
す
る
。
そ
し
て
こ
の
様
子
は
後

日
、
写
真
付
き
で
全
国
紙
に
掲
載
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
裕
福
な
人
々
が
実
際
に
い
る

一
方
で
、
日
々
の
生
活
に
困
っ
て
い
る
人

々
も
多
く
い
る
。
恐
ら
く
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
誰
も
が
、
道
端
で

生
活
す
る
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
や
路
上
で
物

乞
い
を
す
る
子
供
達
を
見
て
い
る
で
あ
ろ

う
。
メ
デ
ィ
ア
も
こ
う
し
た
人
々
に
焦
点

を
あ
て
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
一
般
的
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
貧
し
い
人
々
が
多
い
国
だ

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
ほ
う
が
強
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
所
得
格
差
の
状
況
を

ア
ジ
ア
の
他
の
国
々
と
比
べ
て
み
よ
う
。
表
１
は

各
国
の
上
位
二
○
％
と
下
位
二
○
％
の
所
得
比
に

加
え
て
ジ
ニ
係
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に

ジ
ニ
係
数
に
注
目
す
る
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
一
番

高
い
。
こ
れ
は
所
得
の
不
平
等
度
が
他
国
に
比
べ

て
そ
れ
だ
け
大
き
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

●
今
も
昔
も
変
わ
ら
ぬ
格
差

次
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
所
得
格
差
に
つ
い
て
も

う
少
し
具
体
的
に
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

例
え
ば
一
○
○
万
円
を
一
○
人
で
分
け
る
と
し

よ
う
。
公
平
に
分
け
る
な
ら
、
一
人
あ
た
り
一
○

万
円
ず
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

一
○
○
万
円
を
一
番
多
い
人
に
は
三
六
万
三
○
○

○
円
、
次
の
人
に
は
一
六
万
六
○
○
○
円
、
そ
し

て
一
番
少
な
い
人
で
一
万
八
○
○
○
円
と
い
う
ふ

う
に
分
け
た
と
す
る
。
三
六
万
三
○
○
○
円
も
ら

っ
た
人
と
一
万
八
○
○
○
円
の
人
と
で
は
明
ら
か

に
格
差
が
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
所
得
分
配
の
状

況
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
感
じ
な
の
だ
。

表
２
が
そ
の
所
得
分
配
の
状
況
で
あ
る
。
こ
れ

は
家
計
調
査
で
得
ら
れ
た
世
帯
所
得
を
低
い
ほ
う

か
ら
高
い
ほ
う
へ
順
に
並
べ
て
十
分
割
し
、
各
分

上位 20％と下位
20％の所得比

（調査年）
ジニ係数

中国
韓国
台湾

10.6
5.2
6.1

（2001）
（2003）
（2003）

0.447
0.306
0.345

フィリピン
マレーシア
シンガポール
タイ
インドネシア
カンボジア
ベトナム
ラオス

9.7
7.1
9.7
7.7
5.2
4.7
6.0
5.4

（2000）
（1999）
（1998）
（2002）
（2002）
（1999）
（2002）
（2002）

0.461
0.443
0.425
0.420
0.343
0.450
0.370
0.347

インド
バングラデシュ

4.9
4.6

（1999）
（2000）

0.325
0.318

表１　アジア諸国の所得格差

（出所）Asian Development Bank, Key Indicators 2006.
（注）ジニ係数の調査年は台湾とフィリピンを除いて所
得比の調査年と同じである。台湾は 2002 年、フィ
リピンは 2003 年。

フ
ィ
リ
ピ
ン̶

格
差
を
助
長
す
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格
差
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会

特集／開発の中で「格差」を考える
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位
の
所
得
比
率
を

示
し
た
も
の
で
あ

る
。
二
○
○
三
年

の
場
合
だ
と
第
１

十
分
位
、
つ
ま
り

下
位
一
○
％
の
世

帯
の
所
得
の
合
計

は
、
全
体
の
一
・

八
％
で
し
か
な
い

と
い
う
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
第
10

十
分
位
、
つ
ま
り

上
位
一
○
％
は
、

全
体
の
三
六
・
三

％
に
も
な
る
。

こ
の
よ
う
に
格
差
の
大
き
い
フ

ィ
リ
ピ
ン
だ
が
、
昔
は
ど
う
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
表
２
で
示
し

た
よ
う
に
、
統
計
は
一
九
六
一
年

ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
た
。
若
干

の
変
化
は
あ
る
も
の
の
、
四
○
年

前
と
比
べ
て
所
得
分
配
に
大
き
な

変
化
は
な
い
と
言
っ
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
、
ジ
ニ
係
数
を
一
九

八
五
年
か
ら
示
し
て
あ
る
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
は
一
九
八
六
年
に
民
主
化

し
、
そ
の
後
、
経
済
面
で
は
自
由

化
を
進
め
て
き
た
。
そ
し
て
こ
れ

ま
で
ど
の
政
権
も
、
経
済
成
長
を

目
的
と
す
る
政
策
に
軸
足
を
お
く

一
方
で
、
格
差
の
問
題
に
も
そ
れ
な
り
に
焦
点
を

あ
て
て
き
た
。
従
っ
て
、
表
２
は
ち
ょ
う
ど
経
済

自
由
化
後
の
不
平
等
度
の
変
化
を
示
し
て
い
る
こ

と
に
も
な
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
所
得
の
不
平
等

度
は
一
時
悪
化
こ
そ
す
れ
、
ほ
と
ん
ど
改
善
し
て

い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

●
経
済
成
長
の
恩
恵
は
よ
り
高
所
得
層

にこ
こ
で
図
１
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
今
度
は

五
分
位
別
の
実
質
平
均
所
得
の
推
移
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
、
特
に
一
九
八
五
年
か

ら
一
九
九
七
年
ま
で
の
変
化
に
注
目
し
て
ほ
し
い
。

こ
の
間
、
経
済
成
長
と
と
も
に
拡
大
し
た
パ
イ
の

恩
恵
を
大
き
く
受
け
た
の
は
、
明
ら
か
に
第
５
五

分
位
、
つ
ま
り
上
位
二
○
％
の
世
帯
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
彼
ら
の
実
質
平
均
所
得
は
、
一
九
八

五
年
か
ら
一
九
九
七
年
の
一
二
年
間
に
六
五
％
も

増
加
し
て
い
る
の
だ
。
そ
の
一
方
で
、
第
１
五
分

位
は
三
○
％
増
、
第
２
五
分
位
は
三
三
％
増
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
九
八
○
年
代
半
ば
か
ら
一

九
九
○
年
代
半
ば
に
お
け
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
経
済

成
長
は
、
よ
り
高
所
得
層
に
所
得
増
加
の
機
会
を

も
た
ら
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

で
は
、
こ
う
し
た
格
差
を
助
長
さ
せ
て
き
た
背

景
と
は
何
な
の
か
。
表
３
は
全
世
帯
の
所
得
を
所

得
源
別
に
見
た
も
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
分
位

別
の
所
得
源
の
割
合
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、

他
の
統
計
も
参
考
に
し
な
が
ら
類
推
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
賃
金
所

得
、
そ
れ
も
非
農
業
分
野
に
お
け
る
賃
金
所
得
の

増
加
が
背
景
の
一
つ
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

投
資
や
貿
易
の
増
加
に
と
も
な
う
経
済
成
長
が
都

市
部
を
中
心
に
雇
用
を
生
み
出
し
、
勤
労
世
帯
が

増
え
て
い
っ
た
。
総
じ
て
彼
ら
の
所
得
水
準
は
農

林
水
産
業
の
分
野
で
生
計
を
立
て
る
世
帯
よ
り
も

高
い
。
加
え
て
こ
の
間
の
賃
金
上
昇
が
、
結
果
的

に
上
位
階
層
に
い
る
彼
ら
の
所
得
水
準
の
増
加
に

つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
統
計
で
見

る
限
り
に
お
い
て
、
低
所
得
層
は
農
林
水
産
業
の

分
野
で
生
計
を
立
て
て
い
る
世
帯
が
多
い
。
言
い

か
え
れ
ば
、
農
林
水
産
業
を
主
な
収
入
源
と
し
て

い
る
世
帯
は
い
つ
ま
で
も
低
所
得
の
ま
ま
で
い
る

傾
向
が
強
い
の
で
あ
る
。

次
に
、
持
ち
家
帰
属
家
賃
に
着
目
し
て
ほ
し
い
。

同
項
目
の
所
得
全
体
に
占
め
る
割
合
は
一
九
九
七

年
に
一
○
％
も
あ
り
、
そ
の
後
二
○
○
○
年
に
は

大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
九
七
年
の

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
を
境
に
し
た
地
価
の
変
動
が
、

こ
の
よ
う
に
所
得
に
反
映
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
こ
の
影
響
は
、
よ
り
多
く
の
資
産

を
持
つ
高
所
得
層
こ
そ
が
大
き
く
受
け
た
に
違
い

な
い
。
図
１
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
第
５
五
分
位

（
上
位
二
○
％
）
の
実
質
平
均
所
得
が
一
九
九
七

年
に
高
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
当
時
上
昇
し
て
い

た
資
産
価
格
が
反
映
し
た
も
の
だ
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

な
お
、
多
少
気
に
な
る
の
は
二
○
○
○
年
以
降

の
動
き
で
あ
る
。
特
に
二
○
○
○
年
か
ら
二
○
○

三
年
に
か
け
て
、
第
５
五
分
位
の
実
質
平
均
所
得

の
減
少
が
目
立
つ
。
こ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
二
○
○
三
年
分
の
詳
細
な
調
査
結
果
が
公
表

ペソ 

第１五分位 
第２五分位 
第３五分位 
第４五分位 
第５五分位 

450,000

400,000

350,000

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

（注）2000 年を基準とした消費者物価指数で実質化した。 

図１　分位別実質平均所得の推移 

1961 1971 1985 1988 1991 1994 1997 2000 2003

( 出所）表２と同じ統計資料を用いて筆者推計。 

1961 1971 1985 1991 1997 2003

所得分配（％）

第１十分位
第２十分位
第３十分位
第４十分位
第５十分位
第６十分位
第７十分位
第８十分位
第９十分位
第 10十分位
合　計

1.5
2.7
3.4
4.5
5.5
6.6
8.3
11.0
15.5
41.0
100.0

1.2
2.4
3.5
4.6
5.9
7.4
9.9
11.1
16.9
37.1
100.0

2.0
3.2
4.1
5.0
6.0
7.3
8.9
11.4
15.7
36.4
100.0

1.8
2.9
3.8
4.7
5.7
7.0
8.8
11.4
16.1
37.8
100.0

1.7
2.7
3.5
4.3
5.4
6.8
8.7
11.5
16.2
39.3
100.0

1.8
2.9
3.8
4.7
5.8
7.2
9.1
11.9
16.6
36.3
100.0

ジニ係数 … … 0.447 0.468 0.487 0.461

貧困世帯の割合
（％）

59.0 52.2 44.2 39.9 31.8 24.4

貧困人口の割合
（％） … … … 45.3 36.8 30.0

表２　所得分配の状況、ジニ係数、貧困率

（出所）National Statistics Office, Family lncome and Expenditures Survery
（various issues）, National Statistical Coordination Board, Philippine 
Statistical Yearbook（various issues）, 参考文献②。2003 年については
NSOホームページ（http://www.census.gov.ph）。

アジ研ワールド・トレンド No.136（2007．１）─2021─アジ研ワールド・トレンド No.136（2007．１）



特集／開発の中で「格差」を考える

さ
れ
て
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

●
依
存
強
ま
る
海
外
か
ら
の
送
金

所
得
源
に
関
し
て
も
う
ひ
と
つ
、
海
外
か
ら
の

送
金
に
依
存
す
る
割
合
に
も
注
目
し
た
い
。
周
知

の
と
お
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
海
外
出
稼
ぎ
労
働
者

が
多
い
国
で
あ
る
。
そ
れ
は
家
計
調
査
に
も
現
れ

て
い
て
、
表
３
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
二
○
○

○
年
に
は
海
外
か
ら
の
送
金
が
所
得
全
体
の
一
一

％
も
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
が

二
○
○
三
年
に
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
る
か
ど
う
か

は
、
同
調
査
結
果
の
発
表
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
近
年
の
海
外
出
稼
ぎ
労
働
者
数
の
増
加

と
送
金
額
の
急
増
か
ら
、
海
外
か
ら
の
送
金
に
依

存
す
る
傾
向
が
弱
ま
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

さ
ら
に
、
こ
の
点
に
関
し
て
さ
ら
に
興
味
深
い

の
は
、
高
所
得
世
帯
ほ
ど
海
外
か
ら
の
送
金
に
依

存
す
る
傾
向
が
年
々
強
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
二
○
○
○
年
の
年
間
所
得
が
二
五
万

ペ
ソ
以
上
の
世
帯
（
上
位
一
三
％
）
の
う
ち
、
約

一
六
％
の
世
帯
が
海
外
か
ら
の
送
金
を
主
要
な
所

得
源
と
し
て
い
る
。
そ
れ
が
二
○
○
三
年
に
な
る

と
さ
ら
に
増
加
し
、
同
じ
く
年
間
所
得
が
二
五
万

ペ
ソ
以
上
の
世
帯
（
上
位
一
四
％
）
で
は
約
二
○

％
が
同
様
の
回
答
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
れ
が
下
位
層
に
な
る
ほ
ど
、
海
外
か
ら
の
送

金
に
依
存
す
る
世
帯
の
割
合
が
減
少
す
る
の
だ
。

つ
ま
り
、
海
外
出
稼
ぎ
の
機
会
を
つ
か
め
る
か
ど

う
か
で
、
よ
り
高
い
所
得
を
得
ら
れ
る
か
ど
う
か

が
決
ま
っ
て
く
る
と
理
解
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
海
外
出
稼
ぎ
の
機
会
は
学
歴

と
関
係
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
国
家
統
計
局
に

よ
る
二
○
○
二
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
海
外
出
稼

ぎ
労
働
者
（
経
験
者
も
含
め
て
）
の
六
割
強
が
大

学
中
退
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
学
歴
な
の
だ
。
こ

れ
を
高
校
卒
業
以
上
に
ま
で
広
げ
る
と
、
そ
の
割

合
は
約
九
割
に
な
る
。
彼
ら
の
中
に
は
専
門
を
生

か
し
て
海
外
で
高
収
入
を
得
て
い
る
人
も
い
る
で

あ
ろ
う
し
、
ま
た
は
大
卒
の
学
歴
で
も
家
事
労
働

者
（
メ
イ
ド
）
と
し
て
働
い
て
い
る
人
も
多
く
い

る
と
聞
く
。
何
の
職
種
で
あ
れ
、
学
歴
が
高
い
ほ

ど
海
外
で
働
く
機
会
に
恵
ま
れ
る
の
は
事
実
の
よ

う
だ
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
海
外
で
の
就
労
機
会

は
よ
り
高
い
所
得
層
ほ
ど
大
き
い
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
ま
た
そ
の
逆
で
、
所
得
が
低
い
ほ
ど
十
分

な
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
た
め
、
海

外
に
職
を
求
め
る
機
会
も
そ
れ
だ
け
低
く
な
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
例
え
ば
二
○
○
二
年
の

世
帯
別
学
歴
調
査
に
よ
れ
ば
、
下
位
四
○
％
の
世

帯
で
は
小
学
校
も
満
足
に
卒
業
で
き
な
か
っ
た
人

々
の
割
合
が
五
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
高

校
中
退
以
下
に
ま
で
広
げ
る
と
、
そ
の
割
合
は
八

四
％
と
な
る
の
で
あ
る
。

●
絶
対
的
貧
困
と
相
対
的
貧
困

次
に
、
貧
困
層
を
含
む
低
所
得
層
に
焦
点
を
あ

て
て
み
よ
う
。
表
２
に
貧
困
線
以
下
の
貧
困
世
帯

の
割
合
と
貧
困
人
口
の
割
合
も
示
し
た
。
見
て
わ

か
る
と
お
り
貧
困
率
は
減
少
し
、
二
○
○
三
年
は

世
帯
で
み
る
と
約
二
四
％
、
人
口
で
は
三
○
％
で

あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
を
地
域
別
に
見
て
い
く
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ル
ソ
ン
島
よ
り
も
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島

の
ほ
う
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。
貧
困
世
帯
の
割
合

で
は
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
東
部
の
カ
ラ
ガ
地
方
（
四

七
・
一
％
）、
同
島
西
部
の
サ
ン
ボ
ア
ン
ガ
半
島

（
四
四
・
○
％
）、
そ
し
て
ム
ス
リ
ム
・
ミ
ン
ダ

ナ
オ
自
治
地
域
（
四
五
・
四
％
）
な
ど
が
軒
並
み

四
○
％
を
超
え
て
い
る
。
ル
ソ
ン
島
で
も
台
風
な

ど
に
よ
る
自
然
災
害
が
多
い
ビ
コ
ー
ル
地
方
（
四

○
・
六
％
）
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

ム
ス
リ
ム
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
自
治
地
域
（
Ａ
Ｒ
Ｍ

Ｍ
）
や
サ
ン
ボ
ア
ン
ガ
半
島
は
イ
ス
ラ
ム
武
装
勢

力
と
の
争
い
が
続
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
た

め
、
そ
の
影
響
が
表
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
マ
ニ
ラ
首
都
圏
の
貧
困
率
は
四
・

八
％
で
あ
り
、
首
都
圏
近
郊
の
中
部
ル
ソ
ン
（
一

三
・
四
％
）
や
日
系
企
業
が
多
く
進
出
し
て
い
る

カ
ラ
バ
ル
ソ
ン
（
一
四
・
五
％
）
地
域
な
ど
で
も

低
い
。
こ
の
よ
う
に
貧
困
世
帯
の
割
合
を
見
る
と
、

表３　　所得源の割合

1985 1991 1997 2000

賃金所得
　うち農業
　　非農業

36.8
4.8
32.0

41.7
4.0
37.6

45.6
3.2
42.2

52.1
3.0
49.1

事業所得
　うち農産業
　　家畜業
　　商業
　　製造業

31.2
11.7
1.0
9.8
1.9

30.5
8.9
1.1
9.7
1.8

26.2
7.0
0.9
8.5
2.0

25.0
6.7
0.4
8.3
1.5

その他
　うち海外からの送金
　　持ち家帰属家賃

31.9
8.4
8.6

27.8
8.4
8.4

28.2
6.8
10.3

22.9
11.1
3.6

合　計 100.0 100.0 100.0 100.0

（％）

（出所）National Statistics Office, Family lncome and Expendi-
tures Survey（various issues）.
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特集／開発の中で「格差」を考える

そ
こ
に
は
経
済
格
差
を
背
景
に
し
た
地
域
差
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
貧
困
層
の
所
得
源
は
主
に

農
林
水
産
業
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
で
に
表
３
の
説

明
の
と
こ
ろ
で
も
触
れ
た
が
、
二
○
○
三
年
の
下

位
二
○
％
（
つ
ま
り
貧
困
世
帯
）
の
五
五
％
は
農

林
水
産
分
野
に
依
存
し
て
い
る
と
い
う
調
査
結
果

が
出
て
い
る
。
マ
ク
ロ
経
済
的
に
み
れ
ば
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
約
一
五
％
し
か
な
い
農
林
水
産
業
に
就
労
人

口
の
四
割
近
く
が
従
事
し
て
い
る
と
い
う
事
実
か

ら
も
、
い
か
に
生
産
性
が
低
い
分
野
で
あ
る
か
が

容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
貧
困
率
は
確
か
に
改
善
し
て

き
た
。
だ
が
、
再
び
表
２
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

例
え
ば
第
１
十
分
位
と
第
２
十
分
位
を
合
計
し
た

下
位
二
○
％
の
世
帯
の
所
得
分
配
状
況
を
見
た
場

合
、
一
九
八
五
年
は
五
・
二
％
、
二
○
○
三
年
は

四
・
七
％
と
わ
ず
か
な
が
ら
悪
化
し
て
い
る
。
こ

れ
を
一
九
八
五
年
時
点
の
貧
困
世
帯
割
合
と
ほ
ぼ

同
じ
下
位
四
○
％
に
拡
大
し
て
も
、
一
九
八
五
年

に
は
一
四
・
三
％
、
二
○
○
三
年
は
一
三
・
二
％

と
、
悪
化
こ
そ
す
れ
改
善
は
し
て
い
な
い
。
つ
ま

り
、
低
所
得
層
の
人
々
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も

「
相
対
的
に
貧
し
い
」
状
態
の
ま
ま
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
民
間
の
調
査
機
関
が
定
期
的
に
行
っ
て
い

る
意
識
調
査
に
も
表
れ
て
い
る
。「
貧
困
で
あ
る
」

と
回
答
し
た
世
帯
の
割
合
は
、
一
九
九
○
年
代
に

は
六
○
％
前
後
で
推
移
し
、
近
年
に
な
っ
て
減
少

し
た
と
は
い
え
、
そ
れ
で
も
五
○
％
台
な
の
だ
。

●
地
域
間
格
差
と
地
域
内
格
差

一
般
的
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
所
得
格
差
の
主
因
は

地
域
格
差
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
だ

が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
確

か
に
経
済
の
観
点
か
ら
見
る
と
地
域
格
差
が
あ
る
。

二
○
○
三
年
の
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
見
る
と
、

マ
ニ
ラ
首
都
圏
と
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
の
差
が
一
番
大
き
く
、

約
一
二
倍
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
が
平
均
世
帯
所

得
と
な
る
と
そ
の
差
は
約
三
倍
に
な
る
。
こ
の
三

倍
と
い
う
数
字
が
大
き
い
か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
、

十
分
位
別
の
所
得
分
配
状
況
を
見
る
と
、
実
は
マ

ニ
ラ
首
都
圏
も
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
も
大
差
な
い
の
で
あ
る
。

上
位
一
○
％
の
所
得
が
各
地
域
の
所
得
全
体
に
占

め
る
割
合
は
マ
ニ
ラ
首
都
圏
で
三
三
・
九
％
、
Ａ

Ｒ
Ｍ
Ｍ
で
は
三
一
・
六
％
な
の
だ
。
こ
れ
は
ど
の

地
域
で
も
似
て
い
て
、
逆
に
所
得
格
差
が
マ
ニ
ラ

首
都
圏
よ
り
も
大
き
い
地
域
も
あ
る
。
地
域
格
差

が
所
得
格
差
に
繋
が
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
に

せ
よ
、
地
域
内
で
も
大
き
な
格
差
が
あ
る
こ
と
、

こ
れ
も
ま
た
事
実
な
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
学
歴
の
例
を
あ
げ
よ
う
。
先
述
し
た

学
歴
調
査
で
、
下
位
四
○
％
の
世
帯
の
う
ち
小
学

校
も
満
足
に
卒
業
で
き
な
か
っ
た
人
々
の
割
合
は

マ
ニ
ラ
首
都
圏
で
三
九
％
、
サ
ン
ボ
ア
ン
ガ
半
島

を
含
む
西
部
ミ
ン
ダ
ナ
オ
で
は
五
八
％
と
、
確
か

に
差
が
あ
る
。
こ
の
両
地
域
は
治
安
の
面
で
も
大

き
く
違
う
た
め
、
あ
る
意
味
極
端
な
比
較
で
は
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
地
域
で
は
ほ
と
ん
ど
が

四
○
％
台
後
半
な
い
し
そ
れ
以
上
で
大
差
な
い
の

だ
。
む
し
ろ
地
域
内
で
の
差
も
目
立
ち
、
今
度
は

高
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
持
つ
人
々
の
割
合
を
見

る
と
、
西
部
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
下
位
四
○
％
の
世
帯

で
は
一
三
％
な
の
に
対
し
、
上
位
六
○
％
で
は
四

二
％
と
な
る
。
同
様
に
、
マ
ニ
ラ
首
都
圏
で
は
下

位
四
○
％
の
世
帯
の
二
七
％
が
高
卒
以
上
の
学
歴

を
持
つ
の
に
対
し
、
そ
れ
が
上
位
六
○
％
の
世
帯

で
は
五
六
％
に
増
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ど
の
地

域
で
も
地
域
内
格
差
が
見
ら
れ
る
の
だ
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
格
差

は
結
局
の
と
こ
ろ
格
差
社
会
に
よ
っ
て
助
長
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
貧
困
問
題
研
究
の
第
一
人
者
に
よ
れ
ば
、
格
差

を
是
正
す
る
に
は
地
域
間
格
差
を
縮
め
る
よ
り
も
、

地
域
内
格
差
を
是
正
す
る
よ
う
な
政
策
を
実
施
し

た
ほ
う
が
効
果
的
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
参

考
文
献
①
）。す
な
わ
ち
、
教
育
、
基
本
イ
ン
フ
ラ
、

灌
漑
シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ら
び
に
拡
充
な
ど
で
あ

る
。
政
府
の
役
割
は
重
い
。

（
す 

ず
き　

ゆ
り
か
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
地

域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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